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投稿規程・編集後記

　〔編集後記〕

１．今回は、投稿論文８点のうち６点が掲載された。
２．第142号から、本誌を横組みに変更し、また、連載（２回まで）を認めること
となった。新投稿規程を通読して、疑問点、不明な点がある場合には、なるべく
早目に、後掲６に則り、編集委員会（担当：佐藤）に問合わせてほしい。

３．審査を通過した論文の校正は１回限りである。校正では、最低限の修正（誤字、
脱字等の訂正）にとどめること。研究助成への謝辞の追記は認める。

４．欧文タイトルについては、それが適確に和文タイトルを表現しているか否かを
よく吟味し、可能であれば、native checkにかけていただきたい。

５．法学政治学論究への掲載証明申請を含む問合わせは、投稿規程11のメールア
ドレス宛に行うこと。その際には、住所・電話番号のほか、問合わせ時の身分や
所属、メールアドレスを明記されたい。

６．最近、本学法学研究科以外の研究機関に所属する方からの投稿が増えており、
良い傾向だと考えている。本誌の投稿資格は本学法学研究科在籍者以外にも開か
れている。今後も奮ってご投稿いただきたい。

７．最近、投稿規程を十分に確認していないことに起因すると思われる形式不備が
目につく。編集事務室からの修正指示があるときを除き提出後の原稿差替えは認
めないので、提出前に確認を徹底されたい。

８．法学研究科ウェブサイトの全面刷新（2023年３月）に伴い、本誌のウェブサ
イトのURLも変更された。本号掲載の投稿規程「８．応募方法」に記載してあ
るURLは変更後のものである。

 （2024年９月20日、佐藤拓磨記）


